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う
つ
病
を
は
じ
め
と
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
不
全
者
が
増
え
続
け
て
い
る
。
東
京
都
の

調
べ
に
よ
る
と
、
今
年
度
上
半
期
に
都
内
六

カ
所
の
労
働
相
談
所
に
来
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
絡
み
の
相
談
件
数
は
二
六
六
五
件
で
、
全

体
（
二
万
五
二
九
二
件
）
の
一
割
強
に
達
し

た
。
注
目
す
べ
き
は
前
年
同
期（
八
〇
七
件
）

と
の
比
較
で
、
三
・
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
招
い
た
要
因
に
は
、
う
つ

病
な
ど
に
対
す
る
認
知
度
の
高
ま
り
で
本
人

が
身
体
の
不
調
を
訴
え
や
す
く
な
っ
て
き
た

こ
と
も
あ
る
が
、
職
場
環
境
が
厳
し
さ
を
増

す
な
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
も
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
先
ご
ろ
、
兵
庫
県
神

戸
市
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
た

「
全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会
」（
主
催
：
中
央

労
働
災
害
防
止
協
会
）
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

分
科
会
で
は
、
企
業
の
人
事
担
当
者
や
産
業

安
全
衛
生
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
、
社
員
の
心
の

健
康
へ
の
対
応
を
報
告
し
た
。
発
表
内
容
を

通
し
て
、
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

あ
り
方
を
模
索
す
る
企
業
の
取
り
組
み
を
レ

ポ
ー
ト
す
る
。

ラ
イ
ン
と
安
衛
ス
タ
ッ
フ
の

連
携
が
大
事
／
三
洋
電
機

携
帯
電
話
や
デ
ジ
カ
メ
、
携
帯
式
音
楽
プ

レ
ー
ヤ
ー
な
ど
に
使
用
す
る
充
電
式
電
池
を

取
り
扱
う
三
洋
電
機
モ
バ
イ
ル
エ
ナ
ジ
ー
カ

ン
パ
ニ
ー
。
最
近
は
充
電
式
電
池
使
用
機
器

の
機
種
や
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
の
頻
度
が
激
し

く
、
電
池
の
設
計
・
製
造
の
短
納
期
化
が
進

み
、
職
場
の
ス
ト
レ
ス
が
増
し
て
い
る
と
い

う
。そ

ん
な
同
社
の
過
重
労
働
対
策
は
、
月
八

〇
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
を
し
た
従
業

員
に
対
し
、
疲
労
蓄
積
度
調
査
と
健
康
診
断
、

産
業
医
面
接
を
実
施
す
る
こ
と
。
そ
れ
と
は

別
に
、
四
五
時
間
以
上
の
残
業
が
三
カ
月
続

い
た
場
合
に
は
、
上
司
と
本
人
が
面
談
し
て
、

時
間
外
労
働
が
増
え
て
い
る
要
因
分
析
や
対

策
を
立
て
て
報
告
書
を
作
成
。
人
事
部
門
と

安
全
衛
生
部
門
に
提
出
す
る
仕
組
み
も
整
え

て
い
る
（
図
表
１
）。

さ
ら
に
同
社
で
は
、
各
部
門
か
ら
選
出
さ

れ
た
人
に
、
傾
聴
訓
練
や
メ
ン
タ
ル
に
関
す

る
知
識
な
ど
の
教
育
を
施
し
た
う
え
で
「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
リ
ス
ナ
ー
」
と
し
て
登
録
。

所
属
部
門
の
別
な
く
自
由
に
相
談
で
き
る
よ

う
、
リ
ス
ト
を
社
内
イ
ン
ト
ラ
で
公
開
し
て

い
る
。
リ
ス
ナ
ー
は
、職
場
で
の「
声
掛
け
」

や
相
談
か
ら
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
に
陥

っ
て
い
る
人
の
早
期
発
見
に
努
め
、
安
全
衛

生
ス
タ
ッ
フ
や
産
業
医
に
情
報
を
繋
ぐ
役
割

を
担
う
。
木
下
保
・
経
営
企
画
室
総
務
部
安

全
衛
生
課
主
任
企
画
員
は
、「
セ
ル
フ
ケ
ア
も

重
要
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
管
理
職
と
安

全
衛
生
ス
タ
ッ
フ
の
連
携
が
大
事
だ
」
と
話

す
。
実
際
、
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
や
す
い
タ
イ

プ
の
従
業
員
に
対
し
、
そ
の
上
司
と
ス
タ
ッ

フ
が
話
し
合
い
、
本
人
に
あ
っ
た
仕
事
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ

た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
他
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
で
は
、

新
入
社
員
や
希
望
者
に
対
す
る
ア
サ
ー
シ
ョ

ン
（
自
己
主
張
）
実
習
や
役
職
者
な
ど
へ
の

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
よ
る
傾
聴
訓
練
な
ど
、
受

講
者
同
士
が
話
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
を

心
掛
け
て
い
る
。

働
き
が
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
重
点
／
Ｎ
Ｔ
Ｎ

ベ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
精
密
機
器
メ
ー
カ
ー
、

Ｎ
Ｔ
Ｎ
の
長
野
製
作
所
管
理
部
総
務
課
・
平

出
む
つ
み
氏
の
発
表
は
、
働
き
が
い
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
す
る
こ
と
が
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
ひ
い
て
は
労
働
災
害

撲
滅
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

同
氏
に
よ
れ
ば
、「
世
代
の
異
な
る
従
業
員

が
働
く
職
場
で
は
、
各
年
代
に
よ
っ
て
労
働

環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
が
違
う
た
め
、

ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
認
識
に
ズ
レ
が
生
じ
て

い
た
」。
加
え
て
、
同
製
作
所
の
定
期
健
康

診
断
等
か
ら
は
、
労
働
時
間
よ
り
も
働
き
が

い
や
対
人
関
係
な
ど
が
疲
労
の
蓄
積
に
つ
な

図表 1　過重労働対策

資料出所：第 66回全国産業安全衛生大会研究発表集 調
査
・
解
析
部　

新
井
栄
三

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
職
場
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

レポート
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が
る
と
の
結
果
も
出
て
い
た
。

実
際
、
現
場
で
は
繁
忙
に
伴
う
ゆ
と
り
の

な
さ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
と

な
る
「
一
緒
に
い
る
こ
と
」
と
「
聴
く
こ
と
」

が
欠
落
。
共
通
認
識
が
な
い
ま
ま
、
個
人
的

な
解
釈
が
増
え
、
お
の
ず
と
上
司
・
同
僚
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
採
り
に
く
く
な

り
、
職
場
の
人
間
関
係
が
悪
化
し
て
い
る
。

「
こ
れ
を
放
置
し
た
ま
ま
だ
と
、
意
思
伝
達

不
足
で
や
り
が
い
も
低
下
し
、
業
務
へ
の
取

り
組
み
姿
勢
も
消
極
的
に
な
り
、
そ
れ
が
ヒ

ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
労
働
災
害
や
品
質

の
低
下
、
ひ
い
て
は
精
神
的
疾
病
者
の
増
加

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
状
態
は
再
び
ゆ
と
り
の
な
さ
を

生
み
出
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
さ

ら
に
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
し
ま

う
」（
平
出
氏
）。

同
製
作
所
は
、「
こ
の
マ
イ
ナ
ス
ス
パ
イ
ラ

ル
状
態
の
放
置
は
、
休
業
率
や
医
療
費
の
増

加
の
み
な
ら
ず
、
生
産
性
の
低
下
と
い
う
最

悪
の
事
態
を
招
く
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き

る
」
と
し
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
ヒ

ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
災
害
撲
滅
の
た
め

の
基
本
と
位
置
づ
け
て
活
動
し
て
い
る
。

高
ス
ト
レ
ス
職
場
の
対
策
事
例
を
あ
げ
る

と
、
あ
る
職
場
で
は
上
司
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
不
足
か
ら
、
部
下
が
自
信
喪
失
や

仕
事
へ
の
不
適
応
感
を
募
ら
せ
て
い
て
、
そ

れ
が
問
題
の
拡
大
と
さ
ら
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
不
足
に
つ
な
が
る
悪
循
環
に
陥
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
、
管
理
監
督
者
に
対
し
て

は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
定
期
面
談
を
通

し
て
、
法
的
リ
ス
ク
の
認
知
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
方
法
を
個
別
研
修
し
、
部
下
に
対

し
て
は
相
談
窓
口
の
設
置
や
働
く
目
的
の
再

認
識
を
求
め
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を

採
り
入
れ
た
業
務
改
善
の
実
施
な
ど
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
一
年
近
く
継
続
し
、
職
場
ス
ト
レ

ス
を
大
き
く
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ

そ
う
だ
。

話
を
聴
き
、
存
在
を
認
め
合

う
／
旭
化
成
せ
ん
い

図
表
２
は
、
旭
化
成
せ
ん
い
守
山
支
社
が

実
施
し
た
心
理
相
談
の
面
談
結
果
（
二
〇
〇

四
年
）。
大
会
で
は
、
同
支
社
環
境
安
全
・

企
画
部
健
康
相
談
室
の
看
護
師
で
あ
る
水
谷

則
子
氏
が
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
紹

介
し
た
。
そ
れ
を
要
約
す
る
と
「
相
談
内
容

は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
悩
み
だ
っ
た
が
、
そ
の

悩
み
を
弱
め
た
り
強
め
た
り
す
る
要
因
と
し

て
『
も
っ
と
上
司
に
自
分
の
気
持
ち
を
分
か

っ
て
欲
し
い
、
話
を
聴
い
て
欲
し
い
』
と
の

思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
従
業
員
の
心
の
悩

み
の
軽
減
に
は
、
上
司
と
同
僚
の
支
援
が
大

切
で
あ
り
、
そ
う
し
た
共
通
認
識
を
育
て
て

活
気
の
あ
る
職
場
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
だ

と
気
づ
い
た
」
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
同
支
社
で
は
「
仲
間
や
部
下
の

話
を
よ
く
聴
き
、
存
在
を
認
め
合
う
こ
と
で

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
予
防
活
動
の
ひ
と
つ
は

出
来
る
」
と
捉
え
、「
部
下
の
声
に
耳
を
傾
け

る
」
こ
と
を
主
眼
に
置
い
た
管
理
監
督
者
研

修
を
行
っ
た
。
研
修
を
受
け
た
管
理
者
六
三

人
の
感
想
は
図
表
３
の
通
り
。
そ
の
後
も
、

「
以
前
に
比
し
て
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
へ
の

上
司
か
ら
の
相
談
が
増
え
る
な
ど
、
意
識
が

芽
生
え
は
じ
め
た
」（
水
谷
氏
）
と
実
感
し
て

い
る
。

「
聞
き
上
手
」
に
よ
る
ラ
イ

ン
ケ
ア
を
／
ダ
イ
キ
ン
工
業

空
調
製
品
な
ど
の
製
造
・
販
売
で
知
ら
れ

る
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
堺
製
作
所
も
、
聴
く
こ

と
に
重
点
を
置
い
て
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

同
製
作
所
で
は
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き

た
も
の
の
メ
ン
タ
ル
不
全
者
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
そ
の
背
景
に
「
上
司
・
同
僚
の
サ
ポ

ー
ト
」
が
低
い
と
感
じ
て
い
る
従
業
員
が
多

い
な
ど
、
普
段
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
が
原
因
と
推
定
で
き
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、

「
座
学
で
は
な
く
実
践
中
心
で『
聞
き
上
手
』

に
な
る
の
が
一
番
だ
」
と
し
て
、
全
部
門
の

管
理
監
督
職
を
対
象
に
体
験
教
育
を
実
施
し

た
。
具
体
的
に
は
、
①
目
線
②
位
置
関
係
③

態
度
④
あ
い
づ
ち―

―

の
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
通
じ
、
人
の
話
を
「
聴
く
」
こ
と
の
大
切

さ
と
、「
聞
く
」と「（
耳
＋
目
＋
心
で
）聴
く
」

こ
と
の
違
い
を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し

た
。こ

の
研
修
後
、
同
支
社
で
は
部
下
に
対
し
、

「
上
司
が
学
ん
だ
こ
と
を
実
行
し
て
い
る
か
」

等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
る
（
図

表
４
、
５
）
が
、
そ
れ
を
み
る
限
り
、「
管
理

監
督
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
少
し
力

が
つ
い
た
」（
宮
本
寿
子
・
同
製
作
所
金
岡
工

場
安
全
衛
生
グ
ル
ー
プ
看
護
師
）
と
手
応
え

を
感
じ
て
い
る
。
今
後
は
、「
聞
き
上
手
」
の

上
級
編
や
「
話
し
上
手
」
の
切
り
口
で
も
体

験
教
育
を
広
げ
て
い
く
方
針
だ
。

図表３　実際に傾聴の実技を体験されての感想は？

図表２　ＴＨＰ心理相談の面談結果（2004 年）

資料出所：メンタルヘルス分科会研究発表資料と当日の講演内容より作成

悩みの項目 件数 相談例 区分
１．処遇 7

業務
上

２．配転 18 過去の経験を活かせない転勤で不安があるが、相談者がいない配転・転勤後で慣れていないのに、上司・同僚に相談に乗ってもらえない

３．仕事量 12
上司が仕事をたくさん与えておきながら休めという
仕事のレベルに応えられないことを上司に理解してもらえない
仕事の与え方が特定の人に集中している

４．考えの押付 13
上司が問いに応じてくれない
上司が一方的に自分の考えを押し付ける
上司が自分の存在価値を無視して、人前で人間性を罵倒する

５．やる気 10 上司が仕事のやる気を起こさせる言い方をしてくれない上司が受け売りの指示をする
６．共通の場 11 年齢構成の異なる人やパート・派遣社員とのチームワークづくりが難しい
７．ぼんやり 39 業務

外８．生き方 2
相談内容の合計件数 112

資料出所：図表１と同じ
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「
寄
り
添
う
人
づ
く
り
」
で

復
職
支
援
を
／
新
明
和
工
業

一
方
、
神
戸
市
東
灘
区
で
飛
行
機
を
生
産

し
て
い
る
新
明
和
工
業
は
、
復
職
支
援
の
観

点
か
ら
報
告
を
行
っ
た
。
同
社
で
は
二
〇
〇

一
年
か
ら
、
事
業
場
の
全
員
を
対
象
に
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
を
実
施
。
相
談
活
動
が
軌

道
に
乗
っ
た
〇
四
年
以
降
は
、
メ
ン
タ
ル
不

全
に
よ
る
休
業
者
は
い
る
も
の
の
、
休
業
期

間
終
了
後
の
退
職
者
は
出
て
い
な
い
な
ど
、

取
り
組
み
に
一
定
の
効
果
が
見
て
取
れ
る
。

と
は
い
え
、
東
野
雄
二
・
航
空
機
事
業
部

総
務
部
主
幹
は
、「
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
を
繰
り
返

す
復
職
者
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
し
、
そ

う
楽
観
的
に
は
な
れ
な
い
」
と
し
て
「
寄
り

添
う
人
づ
く
り
」
を
検
討
し
て
い
る
。
東
野

氏
は
、「
う
つ
病
な
ど
の
支
援
は
組
織
的
な
こ

と
だ
け
で
は
無
理
が
あ
り
、
休
業
者
の
信
頼

を
得
て
、
何
で
も
相
談
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
担
当
者
を

設
け
る
必
要

が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

一
人
一
人
に

会
っ
た
職
場

復
帰
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
を

考
え
て
い
き

た
い
」
と
訴

え
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く

り
の
阻
害
要
因
を
調
査
／

日
本
自
動
車
車
体
工
業
会
・

日
本
自
動
車
部
品
工
業
会

各
社
の
事
例
を
聴
く
と
、
な
る
ほ
ど
今
は

職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
課
題
で
、

そ
の
解
消
の
た
め
に
、
ラ
イ
ン
ケ
ア
を
中
心

に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
だ
が
、
ぎ
り
ぎ
り
の
人
員
で
自
ら
も
多

忙
を
極
め
、
事
業
の
成
果
を
評
価
さ
れ
る
管

理
監
督
者
に
役
割
を
担
っ
て
も
ら
い
、
効
果

を
生
み
出
す
に
は
、
何
が
必
要
な
の
か
。

大
会
で
は
、
愛
三
工
業
の
岩
田
剛
・
環
境

部
安
全
衛
生
管
理
室
長
が
、（
社
）
日
本
自
動

車
工
業
会
、（
社
）
日
本
自
動
車
車
体
工
業
会
、

（
社
）
日
本
自
動
車
部
品
工
業
会
の
三
組
織

で
構
成
す
る
安
全
衛
生
合
同
分
科
会
が
実
施

し
た
「
有
効
な
ラ
イ
ン
ケ
ア
構
築
に
関
す
る

調
査
研
究
」
の
成
果
を
、
同
会
員
の
立
場
で

発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
三
組
織
に
加

盟
す
る
三
三
社
の
う
ち
、
管
理
監
督
者
を
対

象
と
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
を
計
画
的

に
行
っ
て
い
る
企
業
は
一
四
％
で
、
そ
の
中

味
を
「
確
実
に
職
場
の
指
導
に
活
か
し
て
い

る
」
の
は
僅
か
二
社
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
車
工
会
と
部
工
会
に
加
盟
す
る

二
三
社
を
対
象
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

づ
く
り
の
阻
害
要
因
等
に
つ
い
て
調
べ
た
と

こ
ろ
、
会
社
の
問
題
と
し
て
、
①
管
理
者
が

忙
し
す
ぎ
る
②
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
③
パ
ソ

コ
ン
決
済
④
成
果
主
義
⑤
全
社
的
レ
ク
・
行

事
の
廃
止
⑥
企
業
に（
人
的
・
費
用
面
で
の
）

余
裕
が
な
い―

―

こ
と
な
ど
、
職
場
の
問
題

と
し
て
は
、
①
部
下
へ
の
指
導
・
支
援
・
気

配
り
が
弱
い
②
部
下
と
の
付
き
合
い
に
関
心

が
弱
い
③
上
司
と
の
付
き
合
い
を
知
ら
な
い

―
―

こ
と
な
ど
が
上
が
っ
た
。

組
織
全
体
で
取
り
組
む
姿
勢
を
鮮
明
に

同
会
で
は
、
会
社
に
望
む
こ
と
と
し
て
、

「
上
司
と
部
下
、
職
場
の
仲
間
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
場
を
積
極
的
に
提
供

す
る
」
こ
と
や
「
管
理
職
に
よ
る
組
織
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
の
た
め

の
時
間
や
環
境
を
与
え
る
」
こ
と
を
提
起
。

管
理
職
に
つ
い
て
も
、（
上
司
・
部
下
の
個
人

的
関
係
で
な
く
）
チ
ー
ム
と
し
て
の
職
場
運

営
や
フ
ェ
ー
ス
・
ツ
ー
・
フ
ェ
ー
ス
に
よ
る

情
報
伝
達
・
指
示
の
重
視
を
求
め
て
い
る
。

事
実
、
前
記
し
た
各
社
の
取
り
組
み
事
例

で
も
、
経
営
ト
ッ
プ
の
理
解
を
得
る
こ
と
や
、

管
理
監
督
者
全
員
に
実
践
中
心
の
研
修
を
施

す
こ
と
で
、
現
場
で
研
修
内
容
を
活
か
す
意

識
を
醸
成
す
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
。
担
当
者
や
一
部
の
関
心
の
あ
る
人
任
せ

に
す
る
の
で
な
く
、
組
織
と
し
て
取
り
組
む

姿
勢
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

図表４　目線での評価点

資料出所：図表１と同じ

図表５　あいづちでの評価点

資料出所：図表１と同じ

人
間
関
係
の
希
薄
化
と
職
場
の
ゆ
と
り
の
な

さ
が
い
じ
め
に
／
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会

日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
は
一
二
月

一
二
日
、
職
場
の
い
じ
め
に
関
す
る
実
態
調

査
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
一

年
間
に
企
業
や
団
体
の
人
事
労
務
部
門
や
自

営
な
ど
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
た
こ
と

の
あ
る
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
四
四
〇
人
の
八

一
％
が
「
職
場
の
い
じ
め
」
の
事
例
を
見
た

り
、
相
談
を
受
け
た
経
験
が
あ
っ
た
。

い
じ
め
の
内
容（
複
数
回
答
、以
下
同
じ
）

は「
パ
ワ
ハ
ラ
」が
七
八
％
で
ト
ッ
プ
。
以
下
、

「
人
間
関
係
の
対
立
・
悪
化
に
起
因
し
た
い

じ
め
」（
五
九
％
）、「
仕
事
の
ミ
ス
に
対
す
る

い
じ
め
」（
四
四
％
）、「
セ
ク
ハ
ラ
」（
三
六

％
）「
ノ
ル
マ
未
達
成
に
対
す
る
い
じ
め
」「
身

分
的
な
こ
と
（
パ
ー
ト
・
派
遣
社
員
）」（
と

も
に
二
六
％
）
が
続
く
。
い
じ
め
の
形
態
は

「
罵
る
・
怒
鳴
る
・
威
嚇
す
る
」
が
約
七
割

で
一
番
多
か
っ
た
。

い
じ
め
が
生
じ
た
関
係
は
、「
上
司
か
ら
部

下
に
対
し
て
」
が
最
も
多
く
八
五
％
。
次
い

で
、「
社
員
間
」（
五
六
％
）、「
同
性
間
」（
四
三

％
）、「
年
長
者
か
ら
若
年
者
に
対
し
て
」（
三

〇
％
）、「
男
性
か
ら
女
性
に
対
し
て
」（
二
八

％
）、「
派
遣
社
員
・
パ
ー
ト
間
」「
正
社
員
か

ら
派
遣
・
パ
ー
ト
・
請
負
社
員
に
対
し
て
」

（
と
も
に
二
五
％
）
の
順
だ
っ
た
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
を
受
け
て
い
て

「
い
じ
め
と
関
連
が
あ
る
」
と
感
じ
た
も
の

は
、「
個
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

低
下
・
欠
如
」（
八
〇
％
）
が
圧
倒
的
で
、
二

番
目
に
多
か
っ
た
の
は
「
人
を
育
て
る
意
識

の
希
薄
化
」
だ
っ
た
。
同
協
会
で
は
「
職
場

で
人
と
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
っ
て
い
る
こ

と
と
、
職
場
の
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
、
い
じ
め
蔓
延
の
大
き
な
原
因
に
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
」
な
ど
と
説
明
し
て
い
る
。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


